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(57)【要約】
　本発明は、複数の表示手段（１０６）を有する腕時計
（１００）の風防に押されるように構成している腕時計
を設定する設定デバイス（１０）に関する。この設定デ
バイスは、腕時計の表示手段（１０６）を設定するとき
にユーザーがその表示手段を見ることができるように構
成している。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　いくつかの表示手段（１０６）を有する腕時計（１００）の風防上に一時的に押される
ように構成している腕時計を設定するための設定デバイス（１０）であって、
　当該設定デバイスは、前記腕時計の設定時にユーザーが前記腕時計の表示手段（１０６
）を見ることができるように構成しており、
　当該設定デバイスは、少なくとも１つの指標付けマーク（１７）を有し、これによって
、前記腕時計の基準に対する当該設定デバイスの角度的な指標付けが行われ、
　当該設定デバイスは、前記腕時計の少なくとも１つの特定の表示のために、前記腕時計
の前記特定の表示に対する少なくとも１つの補助的な情報片（１１）を有し、これによっ
て、前記特定の表示の設定を促進する
ことを特徴とする設定デバイス。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの補助的な情報片（１１）は、前記特定の表示の性質（１１１、１
１２、１１３、１１ｂ、１１ｄ、１１ｇ、１１ｆ）についての表示情報を含んでいる
ことを特徴とする請求項１に記載の設定デバイス。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの補助的な情報片は、当該表示手段の可能性のある設定範囲全体の
表示シーケンス（１１ａ、１１ｃ、１１ｆ）を含んでいる
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の設定デバイス。
【請求項４】
　少なくとも１つの光透過性プラスティックフィルム（１２）を有する
ことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の設定デバイス。
【請求項５】
　互いに重ね合わされた複数のプラスチックフィルム（１２）を有し、そのそれぞれは、
前記腕時計の少なくとも１つの特定の表示に対応している
ことを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の設定デバイス。
【請求項６】
　互いに重ね合わされた前記複数のプラスチックフィルム（１２）は、少なくとも１つの
接合点（１２ｂ）にて、互いに接合されており、
　その各フィルムは、さらに、つかむためのタブ（１２ａ）を有する
ことを特徴とする請求項５に記載の設定デバイス。
【請求項７】
　少なくとも１つの半径方向に延在する棒体（１６）を有する環状部分（１４）を有し、
これによって、補助的な情報片（１１）のための少なくとも１つの領域の限界を定める
ことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の設定デバイス。
【請求項８】
　前記環状部分（１４）及び前記少なくとも１つの棒体（１６）は、複数の厚みレベルを
有し、そのそれぞれは、前記腕時計の一又は複数の表示に対応している
ことを特徴とする請求項７に記載の設定デバイス。
【請求項９】
　前記環状部分（１４）は、前記腕時計との接触面上に接着性材料の層（１８）を有する
ことを特徴とする請求項７又は８に記載の設定デバイス。
【請求項１０】
　複数の光透過性領域（１５）を有し、これによって、前記腕時計の表示手段（１０６）
をその表示手段（１０６）が設定されているときにユーザーが見ることができる
ことを特徴とする請求項７～９のいずれかに記載の設定デバイス。
【請求項１１】
　開口がある領域（１５）を複数有し、これによって、前記腕時計の表示手段（１０６）
をその表示手段（１０６）が設定されているときにユーザーが見ることができる
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ことを特徴とする請求項７～１０のいずれかに記載の設定デバイス。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの特定の表示は、万年暦に対応する日付パラメーターの表示である
ことを特徴とする請求項１～１１のいずれかに記載の設定デバイス。
【請求項１３】
　機械的及び／又は電子的な計時器用ムーブメントと、及び請求項１～１２のいずれかに
記載の設定デバイス（１０）とを有する計時器用モジュールであって、
　前記計時器用ムーブメントは、設定モードで動作することができ、
　前記表示手段（１０６）と、及び特定の表示の少なくとも１つの補助的な情報片（１１
）とが互いに連係して、前記少なくとも１つの特定の表示の設定を促進させる
ことを特徴とする計時器用モジュール。
【請求項１４】
　前記表示手段（１０６）は、複数の補助的な情報片と連続的に連係して、これによって
、その各補助的な情報片に関連づけられた特定の表示を設定する
ことを特徴とする請求項１３に記載の計時器用モジュール。
【請求項１５】
　前記表示手段（１０６）は、中央軸の時針（１０７ａ）と、中央軸の分針（１０７ｂ）
と、及び現在時刻の表示のための６時方向のカウンター上にて小さな秒針（１０７ｃ）を
有し、クロノグラフ機能の表示のために、中央軸の秒針（１０７ｄ）及びカウンター針（
１０７ｅ、１０７ｆ）を有し、
　前記表示手段（１０６）は、さらに、開口（１０７ｇ）の下に配置された日付表示用デ
ィスクを有する
ことを特徴とする請求項１３に記載の計時器用モジュール。
【請求項１６】
　前記表示手段（１０６）及び前記設定デバイスの補助的な情報を用いて設定される前記
腕時計の前記特定の表示は、万年暦である
ことを特徴とする請求項１５に記載の計時器用モジュール。
【請求項１７】
　前記表示手段（１０６）及び前記設定デバイスの補助的な情報を用いて設定される腕時
計の特定の表示は、前記腕時計が通常モードであるときに前記表示手段によって表示され
る情報とは異なる
ことを特徴とする請求項１に記載の計時器用モジュール。
【請求項１８】
　計時器用ムーブメントと設定デバイスを有する計時器アセンブリーを設定する方法であ
って、
　前記計時器用ムーブメントは、主制御メンバー（１０５ａ）及び副次的制御メンバー（
１０５ｂ）を有する制御手段（１０５）と、及び情報を表示する表示手段（１０６）とを
有し、
　前記設定デバイスは、腕時計の風防に押されるように構成しており、これによって、前
記表示手段が設定されているときにユーザーが腕時計の前記表示手段を見ることができ、
　前記設定デバイスは、少なくとも１つの指標付けマークを有し、これによって、腕時計
の基準に対する前記設定デバイスの角度的な指標付けが行われ、さらに、腕時計の少なく
とも１つの特定の表示のために、前記特定の表示に関連する少なくとも１つの補助的な情
報片を有しており、
　当該方法は、
（ａ）前記腕時計の風防上に前記設定デバイスを押すステップと、
（ｂ）設定用動作モードに前記計時器用モジュールをするように前記主制御メンバーを動
作させるステップであって、この設定用動作モードでは、パラメーターを設定する段階が
繰り返しの形態で行われ、この各段階では、
　前記表示手段の運動によって当該段階にて設定されているパラメーターを表示するステ
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ップと、
　前記副次的制御メンバーによって前記パラメーターの値を選択するステップと、及び
　前記主制御メンバーに作用することによって前記パラメーターの値を確定するステップ
と
の３つのステップが行われるような、前記主制御メンバーを動作させるステップと、並び
に
（ｃ）直前の段階のパラメーター値が確定されたときに前記設定用動作モードを出て、通
常の動作モードに入るステップと
を有することを特徴とする設定方法。
【請求項１９】
　前記主制御メンバーに作用することによる前記パラメーター値の確定は、次の段階への
移行を自動的にもたらし、最後のパラメーターを設定する段階の後に当該設定を自動的に
終了する
ことを特徴とする請求項１８に記載の設定方法。
【請求項２０】
　前記パラメーターを表示するステップは、当該パラメーターに対する選択可能な値の範
囲の少なくとも一部を走査し、設定されているパラメーターに対する第１の可能性のある
値を表す位置にするように前記表示手段（１０６）を動かすことを伴う
ことを特徴とする請求項１８又は１９に記載の設定方法。
【請求項２１】
　前記設定されている第１のパラメーターを表示するステップは、設定されるパラメータ
ーの性質を示すように第１の表示メンバー（１０７）を使用し、当該パラメーターに対す
る選択可能な値の範囲の少なくとも一部を走査するように第２の表示メンバー（１０７）
を動かし、設定されるパラメーターに対する前記第１の可能性のある値を表す位置にする
ことを伴う
ことを特徴とする請求項１８又は１９に記載の設定方法。
【請求項２２】
　前記第１の表示メンバー（１０７）は、設定されるパラメーターの性質を示すためのカ
ウンター針（１０７ｅ、１０７ｆ）の１つであり、前記第２の表示メンバー（１０７）は
、中央軸の針（１０７ａ、１０７ｂ、１０７ｄ）である
ことを特徴とする請求項２１に記載の設定方法。
【請求項２３】
　前記パラメーターを表示するステップは、設定されるパラメーターに対する前記第１の
可能性のある値を表す位置にするように前記表示手段を動かすことを伴う
ことを特徴とする請求項１８又は１９に記載の設定方法。
【請求項２４】
　前記主制御メンバーを動作させるステップ（ｂ）において、前記補助的な情報片はそれ
ぞれ、別個の表示手段と連係している
ことを特徴とする請求項１８～２２のいずれかに記載の設定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、いくつかの表示手段を有する腕時計の風防上に押されるように構成する腕時
計設定デバイスの分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　計時器用モジュールが日付を表示することができる従来技術の腕時計又は計時器が知ら
れている。日付は、すなわち、月における日と、月のことである。
【０００３】
　最も一般的な腕時計では、日付表示は最適になってはいない。なぜなら、年における月
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のそれぞれにおいて日の数が異なることを考慮していないからである。結果的に、３０日
ある月では、２ノッチ日付を進めるように日付を調整しなければならない。一方、２月に
は、正確な日付を得るためには少なくとも４ノッチ日付を進めなければならない。閏年の
場合には５ノッチになる。
【０００４】
　この課題を解決するために、万年暦モジュールが作られている。この計時器用モジュー
ルは、その年が通常の年か閏年かどうかに応じて年における月のそれぞれにおける日の数
が異なることを考慮して、日付を表示しているものである。結果的に、この計時器用モジ
ュールは、ある月から別の月に、ユーザーの介在なしで移行することができる。
【０００５】
　しかし、この万年暦モジュールの課題の１つは、事前の設定操作を必要とすることであ
る。事前の設定操作は、製造時、初回の使用時、電池交換ごとなどに行われる。設定操作
は、設定モードを入力し、次に、各種パラメーターを設定することを伴う。これらのパラ
メーターは、日付、月、年、すなわち、４年周期における現在のレベルである。この調整
は、まったくわかりやすくない。なぜなら、ユーザー又は腕時計業者にとって、４年周期
における現在の段階、すなわち、今年が閏年なのか、閏年の１年前か、閏年の１年後かと
いうこと、を判断することは簡単ではないからである。このことは、予想されるよりも複
雑であり、これに加えて、設定の各ステップは明確ではなく、ユーザーが万年暦を設定す
ることは、すぐにつまらない作業になってしまう。
【０００６】
　また、この課題は、万年暦が設定されるときにユーザーが設定していることについての
表示がない場合には、より大きな問題となる。実際に、ユーザーが日、月又は年のいずれ
を設定しているかどうかがわからない場合、ユーザーがあきらめてしまいがちである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、迅速で、明確で、使用が低コストであるような設定デバイスを提供す
ることによって前記課題を解決することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　このために、本発明は、いくつかの表示手段を有する腕時計の風防上に一時的に押され
るように構成している腕時計を設定するための設定デバイスに関し、当該設定デバイスは
、前記腕時計の設定時にユーザーが前記腕時計の表示手段を見ることができるように構成
しており、当該設定デバイスは、少なくとも１つの指標付けマークを有し、これによって
、前記腕時計の基準に対する当該設定デバイスの角度的な指標付けが行われ、当該設定デ
バイスは、前記腕時計の少なくとも１つの特定の表示のために、前記腕時計の前記特定の
表示に対する少なくとも１つの補助的な情報片を有し、これによって、前記特定の表示の
設定を促進する。
【０００９】
　第１の好ましい実施形態において、前記少なくとも１つの補助的な情報片は、前記特定
の表示の性質についての表示情報を含んでいる。
【００１０】
　第２の好ましい実施形態において、前記少なくとも１つの補助的な情報片は、当該表示
手段の可能性のある設定範囲全体を表示するシーケンスを含んでいる。
【００１１】
　第３の好ましい実施形態において、少なくとも１つの光透過性プラスティックフィルム
を有する。
【００１２】
　第４の好ましい実施形態において、互いに重ね合わされた複数のプラスチックフィルム
を有し、そのそれぞれは、前記腕時計の少なくとも１つの特定の表示に対応している。
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【００１３】
　第５の好ましい実施形態において、互いに重ね合わされた前記複数のプラスチックフィ
ルムは、少なくとも１つの接合点にて、互いに接合されており、その各フィルムは、さら
に、つかむためのタブを有する。
【００１４】
　第６の好ましい実施形態において、少なくとも１つの半径方向に延在する棒体を有する
環状部分を有し、これによって、補助的な情報片のための少なくとも１つの領域の限界を
定める。
【００１５】
　第７の好ましい実施形態において、前記環状部分及び前記少なくとも１つの棒体は、複
数の厚みレベルを有し、そのそれぞれは、前記腕時計の一又は複数の表示に対応している
。
【００１６】
　別の好ましい実施形態において、前記環状部分は、前記腕時計との接触面上に接着性材
料の層を有する。
【００１７】
　別の好ましい実施形態において、複数の光透過性領域を有し、これによって、前記腕時
計の表示手段をその表示手段が設定されているときにユーザーが見ることができる。
【００１８】
　別の好ましい実施形態において、開口がある領域を複数有し、これによって、前記腕時
計の表示手段をその表示手段が設定されているときにユーザーが見ることができる。
【００１９】
　別の好ましい実施形態において、前記少なくとも１つの特定の表示は、万年暦に対応す
るパラメーターの表示である。
【００２０】
　本発明は、さらに、機械的及び／又は電子的な計時器用ムーブメントと、及び上記のい
ずれかに記載の設定デバイスとを有する計時器用モジュールに関し、前記計時器用ムーブ
メントは、設定モードで動作することができ、前記表示手段と、及び特定の表示の少なく
とも１つの補助的な情報片とが互いに連係して、前記少なくとも１つの特定の表示の設定
を促進させる。
【００２１】
　この計時器アセンブリーの変種において、前記表示手段は、中央軸の時針と、中央軸の
分針と、及び現在時刻の表示のための６時方向のカウンター上にて小さな秒針を有し、ク
ロノグラフ機能の表示のために、中央軸の秒針及びカウンター針を有し、前記表示手段は
、さらに、開口の下に配置された日付表示用ディスクを有する。
【００２２】
　この計時器アセンブリーの変種において、前記表示手段及び前記設定デバイスの補助的
な情報を用いて設定される前記腕時計の前記特定の表示は、万年暦である。
【００２３】
　この計時器アセンブリーの変種において、前記表示手段及び前記設定デバイスの補助的
な情報を用いて設定される腕時計の特定の表示は、前記腕時計が通常モードであるときに
前記表示手段によって表示される情報とは異なる。
【００２４】
　この計時器アセンブリーの変種において、前記表示手段は、複数の補助的な情報片と連
続的に連係して、これによって、その各補助的な情報片に関連づけられた特定の表示を設
定する。
【００２５】
　本発明は、さらに、　計時器用ムーブメントと設定デバイスを有する計時器アセンブリ
ーを設定する方法に関し、前記計時器用ムーブメントは、主制御メンバー及び副次的制御
メンバーを有する制御手段と、及び情報を表示する表示手段とを有し、前記設定デバイス
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は、腕時計の風防に押されるように構成しており、これによって、前記表示手段が設定さ
れているときにユーザーが腕時計の前記表示手段を見ることができ、前記設定デバイスは
、少なくとも１つの指標付けマークを有し、これによって、腕時計の基準に対する前記設
定デバイスの角度的な指標付けが行われ、さらに、腕時計の少なくとも１つの特定の表示
のために、前記特定の表示に関連する少なくとも１つの補助的な情報片を有しており、当
該方法は、
（ａ）前記腕時計の風防上に前記設定デバイスを押すステップと、
（ｂ）設定用動作モードに前記計時器用モジュールをするように前記主制御メンバーを動
作させるステップであって、この設定用動作モードでは、パラメーターを設定する段階が
繰り返しの形態で行われ、この各段階では、
　前記表示手段の運動によって当該段階にて設定されているパラメーターを表示するステ
ップと、前記副次的制御メンバーによって前記パラメーターの値を選択するステップと、
及び前記主制御メンバーに作用することによって前記パラメーターの値を確定するステッ
プとの３つのステップが行われるような、前記主制御メンバーを動作させるステップと、
並びに
（ｃ）直前の段階のパラメーター値が確定されたときに前記設定用動作モードを出て、通
常の動作モードに入るステップとを有する。
【００２６】
　この方法の第１の変種において、前記主制御メンバーに作用することによる前記パラメ
ーター値の確定は、次の段階への移行を自動的にもたらし、最後のパラメーターを設定す
る段階の後に当該設定を自動的に終了する。
【００２７】
　この方法の第２の変種において、前記パラメーターを表示するステップは、当該パラメ
ーターに対する選択可能な値の範囲の少なくとも一部を走査し、設定されているパラメー
ターに対する第１の可能性のある値を表す位置にするように前記表示手段を動かすことを
伴う。
【００２８】
　この方法の別の変種において、前記設定されている第１のパラメーターを表示するステ
ップは、設定されるパラメーターの性質を示すように第１の表示メンバーを使用し、当該
パラメーターに対する選択可能な値の範囲の少なくとも一部を走査するように第２の表示
メンバーを動かし、設定されるパラメーターに対する前記第１の可能性のある値を表す位
置にすることを伴う。
【００２９】
　この方法の別の変種において、前記第１の表示メンバーは、設定されるパラメーターの
性質を示すためのカウンター針の１つであり、前記第２の表示メンバーは、中央軸の針で
ある。
【００３０】
　この方法の別の変種において、前記パラメーターを表示するステップは、設定されるパ
ラメーターに対する前記第１の可能性のある値を表す位置にするように前記表示手段を動
かすことを伴う。
【００３１】
　この方法の第４の変種において、前記主制御メンバーを動作させるステップ（ｂ）にお
いて、前記補助的な情報片はそれぞれ、別個の表示手段と連係している。
【００３２】
　添付図面に示されている本発明の少なくとも１つの実施形態（もっぱら例として与えら
れ、これに制限されない）についての下記の詳細な説明によって、本発明に係るデバイス
の目的、利点及び特徴をより明確に理解することができるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る設定デバイスの概略図である。
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【図２】本発明の第１の実施形態に係る設定デバイスと腕時計のアセンブリーの概略図で
ある。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る設定デバイスの概略図である。
【図４】本発明の第２の実施形態に係る設定デバイスの概略図である。
【図５】第１の実施形態に係る設定デバイスと第２の実施形態に係る腕時計のアセンブリ
ーの概略図である。
【図６】本発明に係る設定方法の概略図である。
【図７】本発明の第１の実施形態に係る設定デバイスの変種の概略図である。
【図８】本発明の第２の実施形態に係る設定デバイスの変種の概略図である。
【図９】第１の実施形態に係る設定デバイスと第２の実施形態の変種に係る腕時計のアセ
ンブリーの概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　図２は、本発明に係る腕時計１００を示している。この腕時計又は計時器１００は、ケ
ース１０１を有し、この中に、計時器用ムーブメント又はモジュール１００ａ（図８に示
す）が配置されている。ケース１０１は、風防１０２及びベゼル１０３を有する。この計
時器用モジュールは、暦機能、具体的には、万年暦機能を有している。このことは、通常
の年と閏年との間で月における日の数が違うことを考慮しつつ、計時器用モジュールが日
付を表示することを提案するものであることを意味している。
【００３５】
　腕時計は、さらに、制御手段１０５を有する。この制御手段１０５は、竜頭Ｂを有し、
これは、回転して、第１の押し部品Ｐ１及び第２の押し部品Ｐ２であるいくつかの位置ま
で引くことができる。竜頭Ｂが主制御メンバー１０５ａであり、押し部品Ｐ１及びＰ２が
副次的制御メンバー１０５ｂであると考えることができる。
【００３６】
　通常の動作モードにおいて、この計時器用モジュールは、表示手段１０６に時間情報を
送る。この表示手段１０６は、表盤１０４に関連づけられており、ユーザーに情報を表示
する。この表示手段１０６は、少なくとも１つの表示メンバー１０７を有する。表示メン
バー１０７は、表盤に設けられた開口の下に配置された針又はディスクの形態であること
ができる。時間情報は、クロノグラフ機能に関連している現在時刻、日付及び／又は情報
である。
【００３７】
　クロノグラフ腕時計の場合には、表示手段１０６は、いくつかの中央軸の針と、それぞ
れが針を有するいくつかのカウンターとを有する。表示手段１０６は、一般的に、現在時
刻の表示のために、中央軸の時針１０７ａ、中央軸の分針１０７ｂ、６時方向のカウンタ
ー上の小さな秒針１０７ｃを有するように構成している。クロノグラフ機能の表示のため
に、中央軸の秒針１０７ｄと、３時と９時の方向にあるカウンター１０７ｅ、１０７ｆと
が用いられる。表示手段１０６は、さらに、開口１０７ｇの下に配置された日付表示用の
ディスクを有する。
【００３８】
　通常の動作モードにおいて、表示手段１０６は、現在時刻を表示し、所望時にクロノグ
ラフ機能が用いられる。
【００３９】
　この計時器用モジュールは、設定用動作モードに移行することができる。この設定用動
作モードにて、万年暦機能が設定される。この設定には、日付、すなわち、日、月及び年
、を設定することを伴い、これによって、閏年がいつ発生するかを計時器用モジュールが
わかる。
【００４０】
　好ましいことに、本発明によると、この万年暦機能を設定するステップは、設定デバイ
ス１０に補助されて行われる。この設定デバイス１０は、腕時計１００の風防１０３に押
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される要素である。設定デバイス１０は、複数の光透過性領域１５又は開口を有し、これ
によって、腕時計の表示手段を設定する際に、ユーザーが腕時計の表示手段を見ることが
可能になる。
【００４１】
　この設定デバイスは、さらに、少なくとも１つの補助的な情報片１１を有する。補助的
な情報片１１は、表示手段１０６の少なくとも１つの表示メンバー１０７と連係して用い
られ、これによって、パラメーターの設定が促進される。万年暦を設定するためには、以
下のような少なくとも３つの補助的な情報片１１がなければならない。日、月及び年の情
報片である。
【００４２】
　図１に示す本発明の第１の実施形態では、設定デバイス１０は、自己接着性のプラスチ
ックフィルム１２の形態であることができる。プラスチックフィルム１２には、スクリー
ン印刷があり、これが異なる情報片１１を構成している。本発明のこの実施形態は、実装
することが容易であるという利点を有する。計時器用の自己接着性のプラスチックフィル
ムが既に存在するからである。このフィルムは風防を保護するために用いられる。スクリ
ーン印刷ステップを単純に加えるだけで、本発明に係る設定デバイス１０を得ることがで
きる。
【００４３】
　このプラスチックフィルム１２は、光透過性領域１５を有し、これによって、設定する
際にユーザーが腕時計の表示手段を見ることが可能になる。フィルムは完全に光透過性で
あることができるが、不透明な領域を有することもできる。これは、例えば、スクリーン
印刷のコントラストを改善するためである。
【００４４】
　図４に示す本発明の第２の実施形態において、この設定デバイス１０は、さらに、三次
元のフレームのような部品１４の形態であることができる。この部品１４には、光透過性
である領域１５又は穴が開いている領域が設けられている。
【００４５】
　部分１４は、様々な領域の限界を定めるいくつかの棒体１６を有する環状部分の形態で
あり、各領域は、１つの補助的な情報片１１に対応している。これらの領域１５は、中実
の固体であり、光透過性又は開いている。これによって、設定する際にユーザーが腕時計
の表示手段を見ることが可能になる。これらの棒体１６は、この環状の部分の直径又は半
径上にて延在している。部分１４は、好ましくは、プラスチックで作られており、表盤１
０４及び／又はベゼル１０２の形と同様な形を有する。これによって、風防１０３及び／
又はベゼル上に押すことができる。この第２の実施形態は、特に、さらなる設定時やバッ
テリーの変更時に、再使用可能であるという利点を有する。
【００４６】
　設定デバイス１０は、さらに、少なくとも１つの指標付けマーク１７を有し、これによ
って、腕時計の基準に対する設定デバイス１０の角度的な指標付けを行う。第１の実施形
態の場合には、この指標付けマークは、１２時－６時の軸又は９時－３時の軸の印を付け
るような、スクリーン印刷１８であることができる。このスクリーン印刷は、補助的な情
報片１３のそれぞれに対する領域どうしを分離するようにもはたらく。当然、押し部品と
竜頭へのアクセス性を害さずに、腕時計の外側部品（竜頭、押し部品、ケース中間部のホ
ーンなど）によっても指標付けを達成することができる。
【００４７】
　第２の実施形態の場合には、指標付けマーク１７はその部品の実際の構造であることが
できる。実際に、図４に示すように、棒体１６が１２時－６時の軸及び／又は９時－３時
の軸上に配置されており、指標付けマークとしてはたらく。
【００４８】
　設定デバイスが用いられる場合、第１のステップ（ａ）は、設定デバイス１０が、腕時
計の風防上に押され又は腕時計ケース上にクリップされるように構成することを伴う。設
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定デバイス１０は、ユーザーによって押されることができ、又は既に存在していてもよい
。
【００４９】
　第２のステップ（ｂ）では、主制御メンバー１０５ａ、すなわち、竜頭Ｂ、を押すこと
によって、通常の動作モードから設定モードへとモードを移行する。
【００５０】
　設定ステップにおいて、万年暦機能の設定パラメーターは、設定される各パラメーター
に対して、表示手段１０６の少なくとも１つの表示メンバー１０７が、設定デバイス１０
の補助的な情報片１１の１つと連係するように、順に設定される。
【００５１】
　図６に示す方法は、各パラメーターｉに対して、以下を行うことを伴う。
－　表示手段１０６の運動によって当該段階にて設定されるパラメーターｉを表示するこ
と。
－　副次的制御メンバーＰ１、Ｐ２の補助を受けて、表示手段の動作の元となるパラメー
ターの値を選択すること。
－　主制御メンバーＢに作用することによって、パラメーター値を確定すること。
【００５２】
　パラメーターｉがｉ＝ｎであれば、主制御メンバーＢに作用してパラメーターｉの値を
確定することによって、ステップ（ｃ）を開始することが可能になる。このステップ（ｃ
）では、腕時計は設定モードを出て、通常の動作モードに入る。パラメーターｉがｉ＝ｎ
でなければ、パラメーターｉをｉ＝ｉ＋１に設定する。
【００５３】
　図１及び２に示す本発明の第１の実施形態によると、補助的な情報は、設定されている
パラメーターをユーザーに示すためだけに用いられる。
【００５４】
　これを達成するために、例において（これに制限されない）、３つの表示メンバー１０
７が用いられる。第１の表示メンバー１０７及び第２の表示メンバー１０７はそれぞれ、
目盛り付きのカウンターと連係する針の形態である。これは、例えば、クロノグラフ機能
に用いられる９時方向のカウンター１０７ｆ及び３時方向のカウンター１０７ｅである。
第３の表示メンバー１０７は、日付表示のために開口１０７ｇに関連づけられているディ
スクである。
【００５５】
　制御手段１０５に対する動作によって設定モードに入る際、計時器用モジュールは、第
１のパラメーターが設定される第１の段階にすぐに入る。例えば、設定モードに入るため
に竜頭Ｂが用いられる。
【００５６】
　この第１の段階において、第１の表示メンバー１０７ｆが用いられ、第１の補助的な情
報片１１１がその第１の表示メンバー１０７ｆに関連づけられる。この第１の補助的な情
報片１１１は、設定されるパラメーターを示すものである。図１及び２の場合には、第１
の補助的な情報片１１１は年に関するものであり、第１の表示メンバー１０７ｆが用いら
れる。この第１の表示メンバー１０７ｆは、第１のパラメーターが設定されていることを
示すように動く。
【００５７】
　そして、ユーザーは、現在の年が閏年に対してどうなのかを指示する必要がある。この
第１の段階において、計時器用モジュールは、第１の表示メンバー１０７ｆが、閏年サイ
クルの中の一年にそれぞれが対応する４つの位置のみを動くようにプログラムされる。ユ
ーザーは、第１のパラメーターの値を選択し、その選択を確定するために制御手段１０５
を用いる。好ましくは、第１及び第２の押し部品Ｐ１及びＰ２がパラメーターの値を増減
させるために用いられ、竜頭Ｂが値を確定するために用いられる。なお、これらの操作に
制限されるものではない。確定が行われると、第１の段階が終わり、第２の段階が自動的
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に開始する。
【００５８】
　この第２の段階は、第２のパラメーターを設定するためのものである。第２の表示メン
バー１０７ｅが用いられ、第２の補助的な情報片１１２がその第２の表示メンバー１０７
ｅに関連づけられる。この第２の補助的な情報片１１２は、現在の月に関するものである
。第２の表示メンバー１０７ｅは、第２のパラメーターが設定されていることを示すよう
に動く。
【００５９】
　この第２の段階において、計時器用モジュールは、第２の表示メンバー１０７ｅが、１
つの月にそれぞれが対応する１２の位置のみを動くようにプログラムされている。ユーザ
ーは、第２のパラメーターの値を選択し、その選択を確定するために制御手段１０５を用
いる。選択が確定されると、第２の段階が終わる。
【００６０】
　この時点において、第３のパラメーターが設定される第３の段階が自動的に開始する。
第３の表示メンバー１０７ｇが、第３の補助的な情報片１１３とともに用いられ、これに
関連づけられている。この第３の補助的な情報片１１３は、日付に関するものである。第
３の表示メンバー１０７ｇは、第３のパラメーターが設定されていることを示すように動
く。
【００６１】
　第３の表示メンバー１０７ｇが現在の日付の開口であるので、第３の表示メンバー１０
７ｇのプログラミングは変更されてはならない。ユーザーは、第３のパラメーターの値を
選択し、その選択を確定するために制御手段１０５を用いる。選択が確定されると、第３
の段階及び設定ステップが終わる。したがって、表示手段１０６はその初期位置又は前の
位置に戻る。
【００６２】
　この第１の実施形態の利点は、クロノグラフ機能及び日付用開口に用いられる９時と３
時における目盛り付きカウンター針を用いることである。これは通常モードの動作に悪影
響を与えない。なぜなら、日付用開口が設定操作中に正確な日付に設定され、用いられる
のが現在時刻表示メンバー１０７ではなくクロノグラフ表示メンバー１０７であるからで
ある。
【００６３】
　表示メンバー１０７ｆ、１０７ｅ及び１０７ｇの運動は、０に戻る前の一又は複数のス
テップの回転運動であることができる。
【００６４】
　図３～５に示す本発明の第２の実施形態では、補助的な情報１１は、ユーザーに設定さ
れているパラメーターを指定するように用いられ、及び／又は当該表示メンバーの可能性
のある設定範囲全体の表示シーケンスとしてはたらく。このことは、各種パラメーターが
設定されるときに、補助的な情報１１がスケールとして用いられることを意味する。
【００６５】
　１つの例において（これに制限されない）、２つの表示メンバー１０７が用いられる。
第１の表示メンバー１０７は、通常の動作モードにおいてクロノグラフ機能の表示のため
に用いられる中央軸の秒針１０７ｄの形態である。第２の表示メンバー１０７は、日付表
示用の開口１０７ｇに関連づけられたディスクである。
【００６６】
　設定モードに入る際、計時器用モジュールは、第１のパラメーターが設定される第１の
段階に直ちに入る。この第１の段階において、第１の表示メンバー１０７ｄは、第１の補
助的な情報片１１とともに用いられ、これに関連づけられる。この第１の補助的な情報片
１１には、設定されているパラメーターの表示１１ｂ及びこのパラメーターに対する関心
事の表示メンバーの可能性のある設定範囲１１ａが含まれる。第１の表示メンバー１０７
ｄは、設定されているのが第１のパラメーターであることを示すように動く。
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【００６７】
　図５の場合には、第１の補助的な情報は、年に関するものである。したがって、ユーザ
ーは、当該年の十の位を指示する必要がある。実際に、この例示的実施形態において、現
在の年を入力することが目的である。現在の年は、計時器用モジュールに組み入れられて
いるデータベースと比較されて、閏年であるか及び／又は閏年がいつに到来するかを判断
する。
【００６８】
　この第１の段階において、計時器用モジュールは、第１の表示メンバー１０７ｄが０か
ら９までの１０の位置のみを動くようにプログラムされている。ユーザーは、第１のパラ
メーターの値を選択し、その選択を確定するために制御手段１０５を用いる。第１の実施
形態におけるように、第１及び第２の押し部品Ｐ１及びＰ２が、パラメーター値を増減す
るために用いられ、竜頭Ｂが値を確定するために用いられる。確定されると、第１の段階
は終わり、第２の段階が自動的に開始する。
【００６９】
　第２の段階は、第２のパラメーターを設定するためのものである。この第２の段階にお
いて、第１の表示メンバー１０７ｄが再び用いられ、第２の補助的な情報片が第１の表示
メンバー１０７ｄと関連づけられる。第１の表示メンバー１０７ｄは、設定されているの
が第２のパラメーターであることを示すように動く。
【００７０】
　この第２の補助的な情報は、年にも関するものであり、設定されているパラメーター、
すなわち、年、の表示１１ｄと、このパラメーターに対する当該表示メンバーの可能性の
ある設定範囲１１ｃを含んでいる。したがって、ユーザーは、年の一の位の数を指示しな
ければならない。計時器用モジュールは、第１の表示メンバーが０から９までの１０の位
置のみを動くようにプログラムされている。ユーザーは、第１のパラメーターの値を選択
し、その選択を確定するために制御手段１０５を用いる。
【００７１】
　確定されると、第２の段階は終わり、現在の年が完成して記憶される。例えば、第１の
段階で数字９が選択され、第２の段階で数字６が選択された場合は、現在の年として２０
９６年を選択したことを意味する。実際に、このような日付は参照用であると考えられる
ように腕時計において日付があらかじめプログラムされる。別の例において、第１の段階
で数字１が選択され、第２の段階で数字４が選択された場合、現在の年として２０１４年
が選択されたことを意味する。この時点で、第３の段階が自動的に開始する。しかし、２
０１４を形成するように数字２、０、１、４を順に入力することによって日付全体を入力
することもできる。
【００７２】
　第３の段階は、第３のパラメーターを設定するためのものである。この第３の段階にお
いて、第１の表示メンバー１０７ｄが再び用いられ、第３の補助的な情報片１１が第１の
表示メンバー１０７ｄと関連づけられる。この第３の補助的な情報１１は現在の月に関す
るものであり、設定されているパラメーター、すなわち、月、の表示１１ｇと、このパラ
メーターに対する可能性のある設定範囲１１ｆとを含んでいる。第１の表示メンバー１０
７ｄは、設定されているのが第３のパラメーターであることを示すように動く。
【００７３】
　計時器用モジュールは、第１の表示メンバー１０７ｄが、１～１２の１２の位置のみを
動くようにプログラムされている。ユーザーは、第３のパラメーターの値を選択し、その
選択を確定するために制御手段１０５を用いる。選択が確定されると、第３の段階が終わ
る。
【００７４】
　第４のパラメーターが設定され第４のステップは、自動的に開始する。この第４の段階
では、第２の表示メンバー１０７ｇが用いられ、第４の補助的な情報片が第２の表示メン
バー１０７ｇと関連づけられる。この第４の補助的な情報片は、現在の日付に関する表示
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１１ｅである。第２の表示メンバー１０７ｇは、日付表示に通常用いられるものであり、
したがって、その動作は変わらない。第２の表示メンバー１０７ｇは、設定されているの
が第４のパラメーターであることを示すように動く。
【００７５】
　ユーザーは、第４のパラメーターの値を選択し、その選択を確定するために制御手段１
０５を用いる。確定されると、第４の段階は終わり、これとともに設定ステップが終わる
。
【００７６】
　この第２の実施形態の利点は、クロノグラフ機能として用いられる中央軸の秒針１０７
ｄ及び日付用開口１０７ｇを用いることである。これは、通常の動作モードに悪影響を与
えない。なぜなら、日付開口１０７ｇは、設定ステップ時に正確な日付に設定され、１つ
だけのクロノグラフ機能に関連している針１０７ｄのみが用いられるからである。
【００７７】
　設定されているパラメーターを示すために表示メンバー１０７ｄ、１０７ｇによって行
われる運動は、０に戻る前の一又は複数のステップの回転運動、又は可能性のある設定範
囲の走査であることができる。もちろん、いずれの運動も可能である。
【００７８】
　また、各種パラメーターが設定される順序は、固定されてはおらず、これと異なる順に
設定することができる。しかし、実際上の理由で、第１のパラメーター及び第２のパラメ
ーターは１つずつ交互に設定される。日月年又は年月日の順序で、あるいは補助的な情報
の位置に応じて時計回り又は反時計回りの順序で、パラメーターを設定することができる
。
【００７９】
　図９に示すこの実施形態の変種において、中央軸の秒針１０７ｄは、例えば、可能性の
ある設定範囲全体を表示するシーケンスにおいて選択される数を示すために用いられるも
のである。このようにして、現在の設定モード（年の一の位、年、月、日の十の位）を示
すためにカウンター１０７ｃが用いられる。したがって、フィルム１２又はフレーム１４
は、カウンター１０７ｃのまわりに情報１１を有し、中心針に対しては数（０～１２）だ
けを有する。日付が（図９の形態と）同じ形態で設定される場合、数は１～３１であるこ
とができる。
【００８０】
　図７に示す本発明の第１の実施形態の変種では、設定デバイス１０は、いくつかのプラ
スチックフィルム１２を有するように構成している。これらのプラスチックフィルムは、
リーフレットタイプの構造を形成するように、少なくとも１つの点１２ｂにて互いに接続
されている。フィルム１２はそれぞれ、補助的な情報片に関連づけられた設定が行われる
と、フィルムを取り除くことができるように、補助的な情報片１１を含んでいる。この変
種は、設定ステップの可視性を改善する。なぜなら、これから行われる設定の数がすぐに
見えるからである。このために、プラスチックフィルムはそれぞれ、好ましくは、フィル
ムの取り付け点の反対側に、こびりつきにくいタブ１２ａを有する。これによって、ユー
ザーは容易にプラスチックフィルムを取り除くことができる。より好ましくは、このタブ
は、目に見やすくするために不透明である。
【００８１】
　本発明の第２の実施形態の第１の変種では、腕時計の風防１０３上に安置される環状部
分１４の面上に、接着性材料の層１８が配置される。この接着性材料の層１８によって、
設定ステップ時に設定デバイスが動かずに留まることが可能になる。
【００８２】
　図８に示す本発明の第２の実施形態の第２の変種においては、穴の開いた部分は、環状
部分１４の直径がベゼル１２の直径と等しいような寸法構成を有する。この特徴によって
、環状部分１４が風防１０３ではなくベゼル１０２上に安置されることになる。この第２
の変種は、好ましいことに、第１の変種と組み合わせることができる。すなわち、腕時計
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。
【００８３】
　別の変種（これに制限されない）において、設定モードへの変更は、竜頭Ｂを引っ張る
ことによって達成される。竜頭Ｂが所定の位置まで完全に引かれた場合に、設定モードへ
と移行される。
【００８４】
　その後に、順序的な形態で、Ｐ１によって、１つの表示モードから別の表示モードへと
モードが移行する。すなわち、１つのパラメーターを設定するモードから別のパラメータ
ーを設定するモードへと移行する。各設定モードにおいて、竜頭を回転させることによっ
て表示が設定され、その表示がＰ２を用いて確定される。
【００８５】
　設定モードを出るために、竜頭が安置位置に戻される。
【００８６】
　添付の請求の範囲によって定められる本発明の範囲から逸脱せずに、上記の本発明の様
々な実施形態に対して、当業者にとって明白な様々な変更及び／又は改善及び／又は組み
合わせを行うことができることは明らかであろう。
【００８７】
　環状部分１４は、いくつかの別個の厚みを有し、そのそれぞれの上にて補助的な情報片
１１が示されるように、作ることができる。

【図１】 【図２】
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